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春の会員拡大
目標は支部で10名です。
お知り合いの方にお声かけ
お願いします。

新しい仲間を増やしましょう☆
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～永遠の化学物質～

沖縄では以前から問題となっていたPFAS
（有機フッ素化合物）。何と、この多摩地
区も長年に渡って地下水が汚染され、特に
国分寺は日本一のホットスポットであると
いうことが判明しました。もっとも疑わし
い汚染源として福生の米軍横田基地が挙げ
られています。PFASは高い毒性を有し、人
体に取り込まれると様々な健康被害を及ぼ
します。低体重児の出生など、次の世代に
まで影響を及ぼす可能性も指摘されていま
す。

PFASの問題は被害の全容解明への長い道
のりが始まったばかりであり、大事な水を
守るために、女性の会としても学習会を開
くなど積極的に取り組んでいく所存です。

飲む妊娠中絶薬国内初承認へ
昨年秋開催のブロック学習会で、講師の
助産師清水幹子さんからお話のあった飲
む妊娠中絶薬が、日本でも4/28についに
厚生労働省によって承認されました。こ
れまで、母体に大きな負担がかかるとし
てWHOから「時代遅れ」とされる方法に
頼ってきた日本の女性にとって、より安
全な選択肢が増えたことは大きな前進と
言えます。

皆さんはメーデーをご存じですか？メーデーは労働者の祭
典であり、労働者が団結して権利を要求する日です。
今年のメーデーは4年ぶりの開催。三角帽の小道具制
作を女性の会で行い、支部の組合員の皆さんと、井の
頭公園での集会と吉祥寺の街中でのパレードに参加し
て来ました。↓参加者の国四岡崎幸子さんのコメントです。

メーデーに初参加しました。三角帽子に恥ずか

しさを感じながらも、プンプンコールでは周りの人と

一緒に声を出して訴えました。

「生理の貧困」陳情その後
生理の貧困とは、貧困問題と、生理をタブー視する女性問題とが
絡み合った複雑な問題です。それを踏まえた上で、私達が小金井市
と国分寺市両市議会に提出した陳情書ですが、残念ながら今年２
月に小金井市議会では不採択となり、また国分寺市でも防災備蓄
品からの拠出にとどまる結果となっています。両市内の全ての小学校
の高学年の女子トイレと中学校の全女子トイレに恒常的に生理用
品を置いて欲しいという私達の要求が実現するまでにはまだしばらくか
かりそうです。しかし、このような陳情が出されたことは市の教育委員
会に報告されるため、決して無駄にはならないのです。ですからこれか
らも、全ての女の子が少しでも生きやすい世の中になるように、私たち
女性の会は声を上げ続けていきたいと思います。
陳情を出したことによって、皆さんのお子さんの通っている小中学校
では具体的にどのような変化がありましたでしょうか？是非ご報告やご
意見をお寄せ頂きたいと思っております。

支部の皆さんと 井の頭公園で

編集後記

今号から編集に加わることになりました。思い切ってパソコンでの編

集に挑戦してみましたが如何でしたでしょうか？これから、皆様のお

役に立てるような記事を沢山載せていきたいと思っております。どう

ぞ宜しくお願い致します！ 教宣部 遠藤あやめ

＠有明防災公園

憲法改悪の危機に直面している今、２５、０００
人の参加者で憲法守れ、戦争させるな、の声を上
げてきました。集会の後、お台場までの2キロの道の
りを元気にデモ行進してきました。

5月3日

小金井国分寺支部からの参加者 有明防災公園にて


